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式  辞 

 

戸ノ上の嶺から薫る草木の息吹に春の訪れを感じる今日の佳き日、ここに県教育委員会

香月様をはじめ、御来賓の皆様、保護者の皆様の御臨席を賜り、令和７年度第１９回卒業

証書授与式を挙行できますことを、校長として心から感謝申し上げます。 

 

本日、晴れて本校の全日制課程普通科の教育課程を修了し、ただ今、卒業証書を手にし

た１９期生の皆さん、御卒業、誠におめでとうございます。 

 

皆さんにとって、この三年間はどのような時間だったでしょうか。仲間とともに笑い、

語り合い、時に励まし合いながら、この三年間をこの校舎で過ごしてきました。その一方

で、進路の選択に悩み、友人との関係に傷つき、自分の力や将来に不安を抱えた日もあっ

たことでしょう。それでも、背を向けることなく歩み続けた皆さんが、今日こうして卒業

証書を手にしてここに立つ姿に、私は深い感慨を覚えています。 

 

さて、皆さんがこれから飛び込んでいく社会は、激動の時代を迎えています。多くの職

業が AI やロボットに置き換わると言われてきましたが、実際、その変化はすでに始まっ

ています。これまで、企業が人員を削減するのは経営が苦しいときだと考えられてきまし

た。しかし、世界では、成長を続ける企業ほど AI やロボットによる代替が進み、人員そ

のものが必要とされなくなり始めています。 

これは、人類が産業革命を経験したときと同じではありません。産業革命のときは多く

の職業がなくなる一方で、工場で働くという新たな労働が生まれました。しかし今回は、

そのように単純にはいかないでしょう。最先端で成長を続ける企業ほど、その影響を受け

始めているのが現実です。皆さんが向き合うのは、「不景気だから仕事がない」社会では

ありません。人が仕事を求めても、仕事が人を求めない社会かもしれません。これは人類

がこれまで経験したことのない変化です。 

 

この変化の中で、一つの言葉を皆さんに贈りたいと思います。それは「生きがい」とい

う言葉です。脳科学者である茂木健一郎氏は、世界 58 か国で出版されドイツでは週間ベ

ストセラーとなった『生きがい』という著書の中で、「生きがいとは、自分にとって意味

があり、自分の喜びを発見し、定義し、楽しむということに尽きる」と述べています。 

生成 AI やロボティクスが進み、仕事や役割のかたちが大きく変わろうとも、人が生ま

れ、人生を歩み、やがてその生を終えるという営み自体は変わりません。だからこそ、こ

れからの時代ほど、「何のために生きるのか」「自分は何に喜びを見いだすのか」という問

い、すなわち、自分にとっての生きがいとは何かという問いが、いっそう大切になります。

生きがいは、誰かから与えられる評価や肩書ではなく、自らの中に見つけ、言葉にし、日々

の中で育てていくものです。 

 



こうした問いを胸に抱きながら、皆さんには、人任せにならず、現実を正しく見据え、

自分が今どこに立ち、どこに向かうのかを問い続けてください。未来は待つものではあり

ません。自らの手で創るものです。今日という日を一つの区切りとして、皆さん一人一人

が、その問いを胸に社会へ踏み出していくことを願っています。 

 

いまの世界を見渡すと、自国の利益を最優先に掲げ、強い言葉や態度で存在感を示そう

とする動きが、世界各地で広がっています。しかし、そのような時代にあっても、日本で

育った皆さんがこれまで家庭・学校・地域で学び大切にしてきた力は、道を切り開く確か

な礎となるものだと考えています。その力とは、約束や時間を守ることを当然とする感覚、

相手への敬意、言葉を尽くして合意をつくろうとする姿勢、見えないところでも手を抜か

ない誠実さ、そして小さな改善を積み重ねる粘り強さ、そうしたものです。皆さんの中に

宿るそれらは、変化が激しい時代においても人から信頼され、協力を得て、人生を支える

確かな拠り所となるでしょう。そして、皆さんの歩みがその先で実を結ぶことを、心から

期待しています。 

 

保護者の皆様、お子様の御卒業、誠におめでとうございます。私たち教職員一同、三年

間のお子様の健やかな成長と夢の実現を期して、これまで取り組んでまいりました。時に

は行き届かぬ点もあったかと存じますが、安心して学習に取り組める環境を整え、全力で

教育に当たってまいりました。だからこそ、卒業という今日の日を祝いたい一方で、お別

れしなければならないという寂しさもまた、胸に迫ってまいります。これまで教育活動の

充実のために、本校の教育活動へ御理解をいただき、御支援・御協力を賜りましたことに、

改めて心から御礼申し上げます。 

 

結びに、本日御臨席賜りました御来賓の皆様、そして本校の教育活動を支えてくださっ

た皆様に深く感謝申し上げますとともに、卒業生の皆さんの今後の大いなる飛躍を心から

祈念し、式辞といたします。 

令和八年三月一日                  

福岡県立門司大翔館高等学校  校長 野村 高広 


